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現時点における各取組状況および共有情報の位置付け等 一覧

Ａ：災害情報単純化プロジェクト
①水害・土砂災害情報統合ポータルサイトの作成 ● ● 兵庫県域メディア連携協議会で情報共有を行い、兵庫県全域の住民へ周知

②ＤｉＭＡＰＳによる災害ビッグデータを含む事前情報・被害情報の一元表示 ● ● 兵庫県域メディア連携協議会で情報共有を行い、兵庫県全域の住民へ周知

③一元的な情報伝達・共有のためのＬアラート活用 ● ― ―

④「ワンフレーズ・マルチキャスト」の推進 ● ●
・簡素化した洪水予報文の見出し文を参考に、各メディアにおいて伝達。加えて、各メディアの特性に応じて補足情報を追
加する。
・観測所等の読み仮名リストを配布

⑤災害情報（水害・土砂災害）用語・表現改善点検会議の実施 ● ●
行政関係者と報道関係者（記者、キャスター含む）の意見交換会（共同勉強会）などを実施し、メディア関係者と用語や表
現内容の点検・改善を行う。

⑥天気予報コーナー等での水害・土砂災害情報の平常時からの積極的解説 ● ●
行政関係者と報道関係者（記者、キャスター含む）の意見交換会（共同勉強会）などを実施し、メディア関係者と用語や表
現内容の点検・改善を行う。

⑦災害の切迫状況に応じたシームレスな情報提供 ● ― ―

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト

⑧地域防災コラボチャンネルの普及促進 ● ●
より地域に密着した防災情報を住民に発信することを目的として、ケーブルテレビ事業者やコミュニティFM（ラジオ放送局）
と連携し、防災情報コンテンツ等を検討・構築

⑨水害リスクラインによる地先毎の危険度情報の提供 ● ●
一般向けに提供を開始した「水害リスクライン」の機能や得られる危険度情報の見方等について情報共有し、メディア関係
者と意見交換会（共同勉強会）を行い兵庫県全域の住民（視聴者等）に周知

⑩ダム下流部のリスク情報の共有 ― ● 平常時及び洪水時のダム下流域におけるリスク情報をわかりやすく提供・周知

⑪ダムの状況に関する分かりやすい情報提供 ● ● 平常時及び洪水時のダム下流域におけるリスク情報をわかりやすく提供・周知

⑫天気予報コーナー等での地域における災害情報の平常時からの積極的解説 ● ●
行政関係者と報道関係者（記者、キャスター含む）の意見交換会（共同勉強会）などを実施し、メディア関係者と用語や表
現内容の点検・改善を行う。

⑬テレビ、ラジオ、ネットメディア等と連携した「マイ・タイムライン」の普及促進 ● ● 兵庫県域メディア連携協議会で情報共有を行い、兵庫県全域の住民へ周知

⑭マイ・ページ～一人一人が必要とする情報の提供へ～ ● ― ―

⑮スマホアプリ等の活用促進に向けた災害情報コンテンツの連携強化 ● ● ―

Ｃ：災害リアリティー伝達プロジェクト
⑯河川監視カメラ画像の提供によるリアリティーのある災害情報の積極的な配信 ― ● 川の防災情報や水位情報、Youtubeコンテンツについて情報共有及び連携し、住民（視聴者）に周知

⑰ＥＴＣ2.0やデジタルサイネージ等を活用した道路利用者への情報提供の強化 ● ― ―

⑱水害・土砂災害情報を適切に伝えるため専門家による解説を充実 ― ● メディア機関に事前に解説集を提供することによる専門家の受け入れ促進（今後の対応策）

Ｄ：災害時の意識転換プロジェクト
⑲住民自らの避難行動のためのトリガー情報の明確化 ● ― ―

⑳緊急速報メールの重要性の住民への周知 ― ● 警戒レベルや緊急速報メールの意味、配信タイミング等について、メディア関係者へ情報共有及び連携し、住民に周知

㉑緊急速報メールの配信文例の統一 ● ― ―

Ｅ：災害情報メディア連携プロジェクト

㉒新聞等の紙メディアとネットメディアの連携 ― ●
・メディア関係者と連携して、防災情報コンテンツ等の二次元コードを住民に拡散する
・メディア関係各社のHPにて各種防災コンテンツにリンクを掲載

㉓テレビ等のブロードキャストメディアからネットメディアへの誘導 ― ●
・メディア関係者と連携して、防災情報コンテンツ等の二次元コードを住民に拡散する
・メディア関係各社のHPにて各種防災コンテンツにリンクを掲載

㉔様々なメディアでの行政機関の災害情報サイトの活用 ― ●
・メディア関係者と連携して、防災情報コンテンツ等の二次元コードを住民に拡散する
・メディア関係各社のHPにて各種防災コンテンツにリンクを掲載

㉕災害情報のＳＮＳへの発信力の強化 ● ― ―

㉖行政機関によるSNS公式アカウントを通じた情報発信の強化 ― ●
関係メディアによる公式アカウントのフォロワー登録および積極的なリポストにより、信頼性の高い災害情報をリアルタイム
に提供

㉗ハッシュタグの共通使用、公式アカウントのリンク掲載による情報拡散 ● ― ―

㉘ＳＮＳ等での防災情報発信及びリツイート ― ●
関係メディアによる公式アカウントのフォロワー登録および積極的なリポストにより、信頼性の高い災害情報をリアルタイム
に提供

㉙災害の切迫状況に応じたシームレスな情報提供　【再掲】 ● ― ―

㉚地方におけるメディア連携協議会の設置 ― ●
兵庫県域メディア連携協議会を開催し、より地域に沿った災害情報の発信及び地域コミュニティーの防災力強化に向けた
取り組みを実施

㉛水害・土砂災害情報のオープンデータ化の推進 ● ― ―

Ｆ：地域コミュニティー避難促進プロジェクト

㉜「避難インフルエンサー（災害時避難行動リーダー）」となる人づくり ● ●
市町村が実施する地域の避難インフルエンサー（災害時避難行動リーダー）の育成を、行政関係機関、メディア関係者が
連携し支援

㉝登録型のプッシュ型メールシステムによる高齢者避難支援「にげなきゃコール」 ● ● 行政関係機関、メディア関係者と情報共有及び連携し、住民の認知度を高め、利活用を促進する

㉞電話とAＩを用いた災害時高齢者お助けテレフォンの開発 ● ― ―

㉟ＥＴＣ2.0やデジタルサイネージ等を活用した道路利用者への情報提供の強化　【再掲】 ● ― ―

同左

同左

同左

同左

同左

同左

兵庫県域メディア連携協議会の取組案項目
全体会議
（本省）

近畿地方
メディア連携

兵庫県
メディア連携
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取組番号：
６、１２、
１６、２２
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取組番号：
６、１２、１６、２２
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取組番号：
６、１２、１６、２２
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取組番号：
６、１２、１６、２２
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取組番号：
６、１２、１６、２２
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取組番号：
６、１２、１６、２２
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神戸地方気象台

兵庫県域メディア連携協議会

防災気象情報の改善

線状降水帯の予測向上等に向けた取り組み

主な取組の紹介
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線状降水帯の予測精度向上を前倒しで推進し、予測精度向上を踏まえた情報の提供を早期に実現するため、水蒸気観
測等の強化、気象庁スーパーコンピュータの強化や「富岳」を活用した予測技術の開発等を早急に進めています。

順次反映

• 高度化した局地アンサンブル予報等の数値予報モデルによる予測精度
向上等を早期に実現するためのスーパーコンピュータシステムの整備

• 線状降水帯の機構解明のための、梅雨期の集中観測、関連実験設備（風洞）の強化
• 「富岳」を活用した予測技術開発

• 陸上観測の強化
• 気象衛星観測の強化
• 局地的大雨の監視の強化
• 洋上観測の強化 次期ひまわり

（令和10年度めどに打上げ）
気象レーダー

海洋気象観測船ラジオゾンデ
（水素ガス浮揚）

高層気象観測装置マイクロ波放射計 アメダス(湿度計追加)

予測の強化

観測の強化

スーパーコンピュータ「富岳」
気象庁スーパー
コンピュータシステム

線状降水帯の予測精度向上等に向けた取組

線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

線状降水帯の雨域を表示

情報の改善

神戸地方気象台

令和5年5月25日
開始

来年度の
予定
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気象庁ホームページに線状降水帯の事例を掲載
（https://www.data.jma.go.jp/senjo_list/list_senjoukousuitai.html）

・「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たした事例について、10分ごと、1次細分区域ごとに、
気象庁ホームページに掲載しています。
・このページはリアルタイムで自動更新し、1年間掲載。検出日時及び府県予報区でソートが可能。

線状降水帯の予測精度向上等に向けた取組
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猪名川河川事務所

13



14

admin
テキストボックス
取組番号：⑬⑲



15

admin
テキストボックス
取組番号：⑬⑲



～猪名川河川事務所～

R5.11.10

【問い合わせ先】国土交通省 近畿地方整備局 猪名川河川事務所 工務課
〒563-0027 大阪府池田市上池田2-2-39 TEL 072-751-1111（代）

（児童からの質問）
Q昔から堤防はあったのですか。
A 堤防がないところや河幅が狭いところがありました。
Q堤防の復旧には、どのぐらい時間がかかるのですか。
A 応急的な対策は速やかに行い、次の出水期迄に堤防
の復旧を目指します。

Q 水質はどうしてきれいになったのですか。
A下水道施設の整備により大幅に改善されました。

大阪教育大学附属池田小学校の理科「流れる水のはたらきと土地の変化」
の授業と連携し、事務所の職員から、猪名川の過去の災害、自然再生や水
生生物調査、防災・減災対策についての取り組みを紹介しました。

■授業の様子
＜出前授業概要＞
実 施 日：令和５年１１月１０日（金）
実施時間：１３時５０分～１５時２５分
実施場所：大阪教育大学附属池田小学校
参加人数：５年生 児童（約１００名）
実施内容： ①過去の災害について

②猪名川の自然再生の取り組み

③防災・減災対策について

■阪神大水害時の被害状況

■河川環境 猪名川の水環境

■防災対策
猪名川マイ・タイムライン」をつくってみよう！
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～豊岡河川国道事務所～

Ｈ25.11.23

猪名川河川事務所及び兵庫国道事務所が保有する災対対策用機械を事務所職員及び地
方自治体に紹介すると共に、操作説明・訓練を実施しました。

猪名川河川事務所
兵庫国道事務所

R５．５．２９

実施状況

【問い合わせ先】 国土交通省 近畿地方整備局 猪名川河川事務所 工務課
〒563-0027 大阪府池田市上池田2-2-39 TEL 072-751-1111（代表）

災害対策用機械の紹介、
操作説明・訓練を実施しました

◆日 時： 令和５年５月２９日（月） １１：００～１２：００
◆場 所： 大阪府池田市桃園地先（猪名川運動公園付近）

対策本部車、照明車、排水ポンプ車の紹介
照明車２機種３台の操作説明・訓練
排水ポンプ車の操作説明・訓練

◆参加者： １２名【猪名川河川事務所】
１０名【兵庫国道事務所】
１名【地方自治体（西宮市）】

◆内 容
・災害対策用機械による災害復旧活動支援につい
ての概要説明

・対策本部車（拡幅型、バス型）の説明

・照明車（ポール式１台、ブーム式２台）の
操作説明、訓練

・排水ポンプ車（30m3/min １台）の操作説明、訓練

星原副所長挨拶

照明車（ブーム式）操作訓練

対策本部車内での説明

排水ポンプ車操作訓練操作説明

◆参加者からの感想
・国土交通省では、災害時に役立つ機械を保有しているんだ（若手事務所職員）
・実際に照明車の操作できてよかった。 “思ったより操作が簡単”（事務所職員）
・災害が発生した時の参考になります。（地方自治体参加者）
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～豊岡河川国道事務所～

Ｈ25.11.23

猪名川河川事務所及び兵庫国道事務所では、大規模災害時における災害対策用機械の
操作要員確保に向けた取り組みとして、災害協定に基づく兵庫県建設業協会及び大阪府域
協定企業からの要員派遣を想定し、災害対策用機械の操作説明・操作訓練を実施しました。

猪名川河川事務所
兵庫国道事務所

R５．５．２９

実施状況

【問い合わせ先】

国土交通省 近畿地方整備局 猪名川河川事務所 工務課
〒563-0027
大阪府池田市上池田２丁目２番３９号 TEL 072-754-1111（代表）

大規模災害に備えた、
操作説明・操作訓練を実施しました

◆日 時： 令和５年５月２９日（月） １３：１５～１６：００
◆場 所： 大阪府池田市桃園地先（猪名川運動公園付近）

対策本部車２台の説明
照明車２機種３台の操作説明・訓練
排水ポンプ車の操作説明・訓練

◆参加者： １５名【兵庫県建設業協会（尼崎・西宮支部）９社】
５名【大阪府域協定企業２社】
１３名【災害対策用機械操作業務受注者２社】
７名【猪名川河川事務所・兵庫国道事務所】

◆内 容
・災害対策用機械による災害復旧活動支援につい
ての概要説明

・災害対策用機械の概要説明
・対策本部車（拡幅型、バス型）の説明

・照明車（ポール式１台、ブーム式２台）の
操作説明、訓練

・排水ポンプ車（30m3/min １台）の操作説明、訓練

菊田事務所長挨拶 照明車操作訓練

排水ポンプ車操作訓練

排水ポンプ車操作訓練 排水ポンプ車操作訓練

対策本部車操作訓練

照明車（ポール式）操作訓練

照明車（ブーム式）操作訓練

◆参加者からの感想

・災害時に協力できるように勉強さ
せて頂きました。
・操作できてよかった。
・災害時に活動するためには、こ
のような訓練の経験が必要ですね。
・機会があれば、今後も参加させ
て頂きます。
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豊岡河川国道事務所
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⑬住民ワークショップによる防災啓発の取組

平成29年度より、豊岡市が防災に関する住民ワークショップ
を開催。「地域防災活動の手引き」作成に当たっては、水位情
報提供を盛り込む等、地域住民の防災支援に取り組んでいる。

『令和4年度住民ワークショップ開催状況』

『地域防災活動の手引き』 『これまでの実施状況』

１４地区＋２地区／全29地区

『防災に資する情報提供』

資母・小坂地区開催（予定）
日時：令和5年11月～12月（予定）
場所：未定

豊岡河川国道事務所
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⑲防災教育教材、防災啓発資料の作成

令和３年度作成

（幼稚園・保育園向け学習教材）

授業テーマとねらい

テーマ１

テーマ２

テーマ３

「洪水について理解する」

「雨の恵みについて知る」

「家族や先生の言うことを
良く聞く」

「写真やイラストを多用した教材」

平成29年度～令和元年度作成 令和２年度作成

令和４年度作成（一般・防災リーダ向け防災啓発支援資料）

「避難情報と そのときの行動」 編

「防災マップ」 編

「マイ避難カード」 編

「土砂災害を知る」 編 「避難支援」 編 等

平成29年度から義務教育生徒向けから大人向けの啓発資料を作成し、全ての年代の防災力向上を図る。

「防災情報収集」 編

令和5年度作成中（幼・保～小学生低学年、小学生中学年～中学生、一般向け動画での防災啓発支援資料）

豊岡河川国道事務所
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㉖住民自らが考え実践する防災活動報告会の開催

【共催】・豊岡市、兵庫県但馬県民局、国土交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事務所

平成25年度より、一般住民を対象とした防災学習会を開催。令和2年度からは、SNSを併用した開催方法
を採用し、流域を越えた防災啓発情報を発信。

『YouTube配信の予定』

今年度も防災学習会では、ライブ配信と1ヶ月間の見逃し

配信を実施し、より多くの地域住民が防災学習会を視聴
できる内容としています。
・配信期間：11月11日（土）～12月11日（月）
・総視聴回数：11月11日（土）より

https://toyooka.bousaiseminar.jp

『参加者の感想』（R4年度）
・行政以外の取り組みを知ることができ、とても良かった。
・防災学習会が継続して毎年開催されていることに敬意を表します。防災意識の向上が感じられます。

『各発表への講評』『防災の取り組み事例の発表』

豊岡市高校生ボランティア
つながり隊

豊岡市立港中学校 八条コミュニティ
（地域コミュニティ）

東京大学大学院 情報学環
特任教授

片田 敏孝 先生

豊岡河川国道事務所
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姫路河川国道事務所
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31 水害リスク情報の充実を図るための水害リスクマップの作成

○従来の水害ハザードマップに加えて、浸水範囲と浸水頻度の関係をわかりやすく図示した「水害リスクマップ（浸水頻度図）」を
新たに整備し、水害リスク情報の充実を図り、防災・減災のための土地利用等を促進しています。

○国交省ホームページでは、全国の水害リスクマップをご覧いただけます。

〇⽔害リスクマップ及び多段階の浸⽔想定図

姫路河川国道事務所

・・・

＜国交省HPで公開中！＞

https://www.mlit.go.jp/rive
r/kasen/ryuiki_pro/risk_m
ap.html

↓スマートフォン・PCからアクセス↓

猪名川、加古川、揖保川、
円山川の水害リスクマップ
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31 水害リスク情報の充実を図るための水害リスクマップの作成

○従来の水害ハザードマップに加えて、浸水範囲と浸水頻度の関係をわかりやすく図示した「水害リスクマップ（浸水頻度図）」を
新たに整備し、水害リスク情報の充実を図り、防災・減災のための土地利用等を促進。

○姫路河川国道事務所ホームページでも公開中。

〇⽔害リスク情報の充実（⽔害リスクマップの概要）

姫路河川国道事務所

↓スマートフォン・PCからアクセス↓

揖保川水系水害リスクマップ
【現況河道】（浸水頻度図）

1/100

1/50

1/30

多段階の浸水想定区域図
（イメージ）

1/10

大 小

高低

0.5m未満の区域

0.5m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

10.0m～20.0m未満の区域

20.0m以上の区域

凡 例
浸水した場合に想定される水深（ランク別）

浸水被害

発生頻度

https://www.kkr.mli
t.go.jp/himeji/toriku
mi/river/database/ri
skmap/index.html

＜姫路河川国道事務所HPで公開中！＞
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洪水予報河川や
水位周知河川の
浸水想定区域図

その他河川の
浸水想定区域図

下水道等からの氾濫の
浸水想定区域図

内外水一体型の水害リスクマップ

内外水一体型の水害リスクマップ（概念図）

内外水一体型の水害リスクマップ作成

31 水害リスク情報の充実を図るための水害リスクマップの作成

○洪水予報河川や水位周知河川のみならず、その他河川や下水道等からの氾濫を明らかとすることで、水害リスク情報の空白
地の解消が重要。

○現在管理者別に作成・提供されている浸水ハザード情報図について、洪水予報河川や水位周知河川の氾濫、その他河川の氾
濫（外水氾濫）、下水道等からの氾濫（内水氾濫）を重ね合わせて表示。

〇内外⽔⼀体型の⽔害リスクマップについて

姫路河川国道事務所
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たつの市営駐車場（下川原）及びその前の堤防の計２箇所に看板を設置予定

⑥⑫ 揖保川畳堤（令和４年度土木学会選奨土木遺産）

○揖保川の畳堤は、眺望への配慮など住民の意見が反映された特殊堤です。住民の防災意識の高さが結実した貴重な現役の
土木遺産として、令和４年度土木学会選奨土木遺産に選定されました。

○土木遺産選定にあたり、畳堤の概要や効果を説明する看板を設置予定です。

姫路河川国道事務所

揖保川畳堤

※既存の看板（建造物群保存地区）の隣に畳堤紹介看板を設置

たつの市営
駐車場
（下川原）

揖保川

看板①設置予定箇所

※畳パネルにシートを貼り付け。看板①から見える大きさ

看板②設置予定箇所

出典：土木学会選奨土木遺産HP
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○洪水発生時に、行動のチェックリストや避難判断のサポートツールとして活用することで、「逃げ遅れゼロ」の効果が期待できる

「マイ・タイムライン」のワークショップを開催しました。

〇加東市の⼦供たちとマイ・タイムラインを作成するワークショップを開催

・少し難しかったけど、やらないといけないことをまとめる
ことができた。
・家に帰ったら、お父さんとお母さんに教えてあげたいです。

子供たちの感想

◯ ⽇ 時︓令和５年８⽉７⽇（⽉） 14︓00〜15︓00
◯ 場 所︓イオン社店 2F 放課後デイサービスふらっぷ
◯ 参 加 者︓18⼈

姫路河川国道事務所

〇実施状況

⑬⑲ 加東市マイ・タイムライン講座

【マイ・タイムラインとは】
マイ・タイムラインとは住民一人ひとりのタイムライン（防災行動計画）であり、台風等の接近

による大雨によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系
列的に整理し、自ら考え命を守る避難行動のための一助とするものです。

その検討過程では、市区町村が作成・公表した洪水ハザードマップを用いて、自らの様々な
洪水リスクを知り、どの様な避難行動が必要か、また、どういうタイミングで避難することが良
いのかを自ら考え、さらには、家族と一緒に日常的に考えるものです。 28



⑲ 姫路市 浸水歩行体験

○ 姫路市では、実践的な訓練により災害に強い安全、安心なまちづくりを目指し、10月1日に「姫路市総合防災訓練・国民保護訓

練及び防災フェア」を開催しました。

○ 本防災フェアにおいて、姫路河川国道事務所は姫路市と協力し、姫路市民に浸水歩行体験を実施しました。

〇「姫路市総合防災訓練・国⺠保護訓練及び防災フェア」 における浸⽔歩⾏体験

◯実 施 ⽇︓令和５年10⽉１⽇（⽇） 10:00〜15:00
◯開催場所︓姫路市⼤⼿前公園、JR姫路駅周辺、

⽩鷺⼩中学校、姫路港
○主 催 ︓姫路市
○参加機関︓国・県・市防災関係機関・消防団・

医療機関・協定関係・ライフライン
関係・地区連合⾃主防災会

姫路河川国道事務所

〇浸⽔歩⾏体験

〇避難時の注意点について説明

約200名の方にご参加いただき、

浸水歩行体験を通して水害の危険性や
避難時の注意点をお伝えしました。
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⑲ 加古川市 浸水歩行体験

○ 加古川市では、大規模地震の発生を想定し、正しい知識を身につけ、いつ起こるかわからない自然災害に備えるための、「加

古川市 総合防災訓練」を開催しました。

○ 本訓練において、姫路河川国道事務所は加古川市と協力し、加古川市民に浸水歩行体験を実施しました。

〇「加古川市総合防災訓練」 における浸⽔歩⾏体験

◯実 施 ⽇︓令和５年11⽉5⽇（⽇） 9:30〜11:30
◯開催場所 ︓加古川市役所庁舎前広場
○主 催 ︓加古川市
○参加機関 ︓国・県・市、気象台、町内会・⾃主防災組織、
⾃衛隊、警察署、⼤阪ガス、関⻄電⼒、教育委員会、ＢＡＮ
－ＢＡＮネットワークス、コープこうべ等

姫路河川国道事務所

〇浸⽔歩⾏体験

〇避難時の注意点について説明

約100名の方にご参加いただき、浸水歩行体験を通して
水害の危険性や避難時の注意点をお伝えしました。
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⑲ 姫路市立余部小学校 体験型防災学習

○ ７月４日姫路市立余部小学校の授業の一環で、姫路市危機管理室及び姫路市消防局と合同で体験型防災学習を実施しました。

○ 当事務所からは、災害対策本部車の乗車体験、照明車の操作体験、そして揖保川のマイクロモデル（模型）を用いて平常時か

ら洪水時、そして破堤時に浸水がどのように広がるのか、余部小学校付近の浸水被害の状況を児童と一緒に確認しました。

〇姫路市⽴余部⼩学校にて体験型防災学習を実施

姫路河川国道事務所

〇段ボールベッドつくり体験（姫路市）

〇体験授業の前に避難について学習

・マイクロモデルを用いた学習では、「ここが破堤したら余部
小学校や自分の家が浸水する～！！」との声がたくさんあり、
浸水エリアや破堤リスクを実際に目で見ながら理解してもらう
ことができました。
・「災害対策車はこんなに広いのか！」、「照明車の照明はと
ても眩しい！」といった感想もありました。

水防教室で学んだ感想

◯⽇ 時︓令和５年７⽉４⽇（⽕）
１０︓３０〜１２︓００

◯場 所︓姫路市⽴余部⼩学校
○参加機関︓姫路市⽴余部⼩学校３、４年⽣９４名

姫路河川国道事務所 調査課、防災課
姫路市危機管理室
姫路市消防局

○消防⾞の説明（姫路市）

〇災害対策⾞と照明⾞の説明 〇マイクロモデルで浸⽔リスク確認

31



兵庫県域メディア連携協議会の
取組実施状況と今後の予定

32



兵庫県域メディア連携協議会の取組実施状況と今後の予定①

課題１ より分かりやすい情報提供のあり方は A:災害情報単純化プロジェクト

平
常
時

災
害
時

取組項⽬ 兵庫県域メディア連携協議会の
取組⽅針

取組実施状況

今後の対応案①完了
②完了(毎年継続)
③未実施

○ ①⽔害・⼟砂災害情報統合ポータ
ルサイトの作成

○兵庫県域メディア連携協議会で情報共有を⾏い、
兵庫県全域の住⺠へ周知

②完了
（毎年継続）

各機関のポータルサイト等、最新情報をメディア
機関を通して住⺠に継続周知

○
②ＤｉＭＡＰＳによる災害ビッグ
データを含む事前情報・被害情報
の⼀元表⽰

○兵庫県域メディア連携協議会で情報共有を⾏い、
兵庫県全域の住⺠へ周知

②完了
（毎年継続） DiMAPSについてメディア機関を通して住⺠に周知

○ ③⼀元的な情報伝達・共有のため
のＬアラート活⽤ ー ー ー

○ ④「ワンフレーズ・マルチキャス
ト」の推進

○簡素化した洪⽔予報⽂の⾒出し⽂を参考に、各メ
ディアにおいて伝達。加えて、各メディアの特性に
応じて補⾜情報を追加する。

②完了
（毎年継続） 意⾒交換による課題解消

○観測所等の読み仮名リストを配布 ①完了 報道に役⽴つ地先名、橋梁名等を整理した読み仮名
リストや、撮影場所案等をメディア機関に配布

○ ⑤災害情報（⽔害・⼟砂災害）⽤
語・表現改善点検会議の実施

○⾏政関係者と報道関係者（記者、キャスター含
む）の意⾒交換会（共同勉強会）などを実施し、メ
ディア関係者と⽤語や表現内容の点検・改善を⾏う。

②完了
（毎年継続）

・メディア機関との⽤語改善点検会議開催
・意⾒交換による課題解消

○
⑥天気予報コーナー等での⽔害・
⼟砂災害情報の平常時からの積極
的解説

○⾏政関係者と報道関係者（記者、キャスター含
む）の意⾒交換会（共同勉強会）などを実施し、メ
ディア関係者と⽤語や表現内容の点検・改善を⾏う。

②完了
（毎年継続）

・メディア機関との意⾒交換会開催
・メディア機関が利⽤できる解説材料（ﾏｲ･ﾀｲﾑﾗｲﾝ
等の国交省事業等をまとめた資料）を作成・配布

○ ○ ⑦災害の切迫状況に応じたシーム
レスな情報提供 ー ー ー

「課題１ より分かりやすい情報提供のあり方」 に向けた取組状況と今後の予定

 取組方針を概ね完了。引き続き、各種取組を通じた分かりやすい情報提供を継続実施する。
 協議会の枠組みを利用した行政機関とメディア機関の意見交換会等により、今後も引き続き課題解消を目指す。 33



兵庫県域メディア連携協議会の取組実施状況と今後の予定②

課題２ 住民に切迫感を伝えるために何ができるか B:災害情報我がごとプロジェクト

平
常
時

災
害
時

取組項⽬ 兵庫県域メディア連携協議会の
取組⽅針

取組実施状況

今後の対応案①完了
②完了(毎年継続)
③未実施

○ ⑧地域防災コラボチャンネルの普
及促進

○より地域に密着した防災情報を住⺠に発信すること
を⽬的として、ケーブルテレビ事業者やコミュニティ
FM（ラジオ放送局）と連携し、防災情報コンテンツ
等を検討・構築

②完了
（毎年継続） 各メディア機関との防災情報配信の連携

○ ○⑨⽔害リスクラインによる地先毎
の危険度情報の提供

○⼀般向けに提供を開始した「⽔害リスクライン」の
機能や得られる危険度情報の⾒⽅等について情報共有
し、メディア関係者と意⾒交換会（共同勉強会）を⾏
い兵庫県全域の住⺠（視聴者等）に周知

②完了
（毎年継続）

メディア機関を通して地先毎の危険度情報を住⺠に
継続周知

○ ○⑩ダム下流部のリスク情報の共有 ○平常時及び洪⽔時のダム下流域におけるリスク情報
をわかりやすく提供・周知 ③未実施 メディア機関を通してダム下流部のリスク情報を住

⺠に継続周知

○ ○⑪ダムの状況に関する分かりやす
い情報提供

○平常時及び洪⽔時のダム下流域におけるリスク情報
をわかりやすく提供・周知 ③未実施 報道に役⽴つ分かりやすいダム放流通知⽂をメディ

ア機関に配布

○
⑫天気予報コーナー等での地域に
おける災害情報の平常時からの積
極的解説

○⾏政関係者と報道関係者（記者、キャスター含む）
の意⾒交換会（共同勉強会）などを実施し、メディア
関係者と⽤語や表現内容の点検・改善を⾏う。

②完了
（毎年継続）

・メディア機関が利⽤できる解説材料（ﾏｲ･ﾀｲﾑﾗｲﾝ等
の国交省事業等をまとめた資料）を作成・配布
・意⾒交換による課題解消

○
⑬テレビ、ラジオ、ネットメディ
ア等と連携した「マイ・タイムラ
イン」の普及促進

○兵庫県域メディア連携協議会で情報共有を⾏い、兵
庫県全域の住⺠へ周知

②完了
（毎年継続）

メディア機関を通して「マイ・タイムライン」を住
⺠に継続周知

○⑭マイ・ページ〜⼀⼈⼀⼈が必要
とする情報の提供へ〜 ー ー ー

○
⑮スマホアプリ等の活⽤促進に向
けた災害情報コンテンツの連携強
化

②完了
（毎年継続）

メディア機関のSNSやWEBサイトでのスマホ版の防
災情報サイト集へのリンク

「課題２ 住民に切迫感を伝えるために何ができるか」 に向けた取組状況と今後の予定①

 取組方針を概ね完了。引き続き、住民に我がごとと感じてもらう取組を継続実施する。
 今後、ダムに関する情報提供等の取組も含め、意見交換等による課題解消を図りながら取組を実施する。 34



兵庫県域メディア連携協議会の取組実施状況と今後の予定③

課題２ 住民に切迫感を伝えるために何ができるか

 取組方針に対して、実施状況が未実施の取組が多い。
 専門家による解説の充実や、緊急速報メール等の重要性周知等を進め、切迫感ある伝え方に向けた取組を強化する。

Ｄ：災害時の意識転換プロジェクト

平
常
時

災
害
時

取組項⽬ 兵庫県域メディア連携協議会の
取組⽅針

取組実施状況

今後の対応案①完了
②完了(毎年継続)
③未実施

○ ⑲住⺠⾃らの避難⾏動のためのト
リガー情報の明確化 ー ー ー

○ ⑳緊急速報メールの重要性の住⺠
への周知

○警戒レベルや緊急速報メールの意味、配信タイミン
グ等について、メディア関係者へ情報共有及び連携し、
住⺠に周知

③未実施 メディア機関を通して緊急速報メールの重要性を住
⺠に継続周知

○㉑緊急速報メールの配信⽂例の統
⼀ ー ー ー

「課題２ 住民に切迫感を伝えるために何ができるか」 に向けた取組状況と今後の予定②

Ｃ：災害リアリティー伝達プロジェクト

平
常
時

災
害
時

取組項⽬ 兵庫県域メディア連携協議会の
取組⽅針

取組実施状況

今後の対応案①完了
②完了(毎年継続)
③未実施

○
⑯河川監視カメラ画像の提供によ
るリアリティーのある災害情報の
積極的な配信

○川の防災情報や⽔位情報、Youtubeコンテンツに
ついて情報共有及び連携し、住⺠（視聴者）に周知

②完了
（毎年継続）

メディア機関のSNSやWEBサイトでのYouTube公式
アカウント「国⼟交通省近畿地⽅整備局⽔災害予報
センター」へのリンク

○
⑰ＥＴＣ2.0やデジタルサイネージ
等を活⽤した道路利⽤者への情報
提供の強化

ー ー ー

○⑱⽔害・⼟砂災害情報を適切に伝
えるため専⾨家による解説を充実 ③未実施

専⾨家が解説する内容の要旨をまとめた解説集をメディア
機関に事前に提供しておき、専⾨分野の情報提供をわかり
やすくかつスムーズに実施できるようにする。

35



兵庫県域メディア連携協議会の取組実施状況と今後の予定④

課題３ 情報弱者に水害・土砂災害情報を伝える方法とは

 取組方針を概ね完了。引き続き、住民全員に水害・土砂災害情報を伝える取組を継続実施する。
 SNSの相互フォロー、リポスト等を通じて、情報発信の強化を進める。

E:災害情報メディア連携プロジェクト

「課題３ 情報弱者に水害・土砂災害情報を伝える方法とは」 に向けた取組状況と今後の予定①

平
常
時

災
害
時

取組項⽬ 兵庫県域メディア連携協議会の
取組⽅針

取組実施状況
今後の対応案①完了

②完了(毎年継続)
③未実施

○ ㉒新聞等の紙メディアとネットメ
ディアの連携

○メディア関係者と連携して、防災情報コンテンツ等の⼆次元コードを住⺠に拡
散する

②完了
（毎年継続） メディア連携会議を活⽤した情報共有と

取組項⽬の連携実施○メディア関係各社のHPにて各種防災コンテンツにリンクを掲載 ②完了
（毎年継続）

○ ㉓テレビ等のブロードキャストメ
ディアからネットメディアへの誘導

○メディア関係者と連携して、防災情報コンテンツ等の⼆次元コードを住⺠に拡
散する

②完了
（毎年継続） 災害時に、災害情報サイトへリンクする

⼆次元コードをテレビ画⾯に掲載○メディア関係各社のHPにて各種防災コンテンツにリンクを掲載 ②完了
（毎年継続）

○ ㉔様々なメディアでの⾏政機関の災
害情報サイトの活⽤

○メディア関係者と連携して、防災情報コンテンツ等の⼆次元コードを住⺠に拡
散する

②完了
（毎年継続） 災害報道にて、⾏政機関の災害情報サイ

トを活⽤してもらう○メディア関係各社のHPにて各種防災コンテンツにリンクを掲載 ②完了
（毎年継続）

○㉕災害情報のＳＮＳへの発信⼒の強
化 ー ー ー

○㉖⾏政機関によるSNS公式アカウン
トを通じた情報発信の強化

○関係メディアによる公式アカウントのフォロワー登録および積極的なリポスト
により、信頼性の⾼い災害情報をリアルタイムに提供

②完了
（毎年継続）

メディア機関のSNSを活⽤した⾏政機関
の発信する防災情報のリポスト

○
㉗ハッシュタグの共通使⽤、公式ア
カウントのリンク掲載による情報拡
散

ー ー ー

○ ○㉙災害の切迫状況に応じたシームレ
スな情報提供 【再掲】 ー ー ー

○㉘ＳＮＳ等での防災情報発信及びリ
ツイート

○関係メディアによる公式アカウントのフォロワー登録および積極的なリポスト
により、信頼性の⾼い災害情報をリアルタイムに提供

②完了
（毎年継続）

メディア機関のSNSを活⽤した国⼟交通
省から発信の防災情報のリポスト

○ ㉚地⽅におけるメディア連携協議会
の設置

○兵庫県域メディア連携協議会を開催し、より地域に沿った災害情報の発信及び
地域コミュニティーの防災⼒強化に向けた取り組みを実施 ①完了 メディア連携会議の継続的な開催と情報

共有
○ ㉛⽔害・⼟砂災害情報のオープン

データ化の推進 ー ー ー
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兵庫県域メディア連携協議会の取組実施状況と今後の予定⑤

課題３ 情報弱者に水害・土砂災害情報を伝える方法とは

 地域の避難インフルエンサーの育成を継続中。今後も継続する。
 「逃げなきゃコール」について情報の周知を行い、住民の認知度を高めて利活用を促進する。

Ｆ：地域コミュニティー避難促進プロジェクト

「課題３ 情報弱者に水害・土砂災害情報を伝える方法とは」 に向けた取組状況と今後の予定②

平
常
時

災
害
時

取組項⽬ 兵庫県域メディア連携協議会の
取組⽅針

取組実施状況

今後の対応案①完了
②完了(毎年継続)
③未実施

○
㉜「避難インフルエンサー（災
害時避難⾏動リーダー）」とな
る⼈づくり

○市町村が実施する地域の避難インフルエンサー（災害時避難⾏動リー
ダー）の育成を、⾏政関係機関、メディア関係者が連携し⽀援

②完了
(毎年継続)

メディア機関と連携した「避難イン
フルエンサー（災害時避難⾏動リー
ダー）」づくりの意⾒交換

○
㉝登録型のプッシュ型メールシ
ステムによる⾼齢者避難⽀援
「にげなきゃコール」

○⾏政関係機関、メディア関係者と情報共有及び連携し、住⺠の認知度を
⾼め、利活⽤を促進する ③未実施

・メディア機関と連携した「逃げな
きゃコール」キャンペーンの実施
・メディア機関を通して「逃げな
きゃコール」を住⺠に継続周知

○㉞電話とAＩを⽤いた災害時⾼
齢者お助けテレフォンの開発 ー ー ー

○
㉟ＥＴＣ2.0やデジタルサイネー
ジ等を活⽤した道路利⽤者への
情報提供の強化 【再掲】

ー ー ー
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